
受
付
時
期
は
、
期
間
を

設
定
し
、
年
２
回
募
集

（
１
５
０
件
×
２
回
）
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。
一
回
目
は
、

７
月
下
旬
、
２
回
目
は
10

月
下
旬
を
予
定
。
申
請
は

原
則
本
人
で
す
が
、
施
工

業
者
の
代
理
も
可
能
で
す
。

本
制
度
の
利
用
は
１
回
限

り
で
、
他
の
助
成
制
度
と

の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
市
の
Ｈ
Ｐ
、

６
月
の
広
報
の
制
度
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

党
市
議
団
は
、
昨
年
６

月
市
議
会
に
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
」
条
例
案
を
提
出
。

業
者
団
体
も
請
願
を
提
出

し
、
議
会
採
択
ま
で
あ
と

一
歩
と
迫
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
長
と
の
懇

談
で
「
目
的
を
限
定
し
て

検
討
し
て
い
る
」
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
制
度
に
、
住
民
要

望
が
一
定
反
映
さ
れ
、
市

政
を
動
か
す
成
果
と
な
り

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
４
月
24

日
、
「
『
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
』

の
危
険
な
暴
走
を
許
さ
ず
、

消
費
税
増
税
を
中
止
し
、

国
民
の
仕
事
と
所
得
を
増

や
す
、
本
格
的
な
景
気

回
復
を
」
と
題
し
た
景

気
回
復
の
ア
ピ
―
ル
を

発
表
し
ま
し
た
。
骨
子

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「しっかり発言、きちんと報
告します」 市政に関する、
ご意見・要望をお聞かせ下さ
い。メールアドレス
kyousankaneko@yahoo.co.jp

http://www.jcp-ichikawa.com/
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●トイレの面積拡張、和式⇒洋式

便器の工事

●お風呂の低槽、バリアフリー

●手すりの設置 ●段差の解消

●廊下・出入り口の拡張

●引戸への変更

（※介護保険の住宅改修を除く）

●屋根の軽量化（例えば、瓦屋

根を鋼板葺きやコロニアムに）

●基礎の補強 ●壁の補強

市
川
市
は
、
住
宅
の
良

質
化
に
資
す
る
改
修
工
事

を
行
う
場
合
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

市
と
の
懇
談
で
、
補
助

対
象
は
、
自
己
所
有
の
住

宅
（
集
合
住
宅
は
専
用
部
）

で
、
対
象
工
事
費
（
案
）

の
３
分
の
１
、
10
万
円
を

限
度
に
助
成
で
す
。

※
条
件
は
市
内
施
工
業

者
（
法
人
・
個
人
）
を
利

用
し
、
市
税
の
滞
納
が
な

い
こ
と
、
な
ど
で
す
。

●床・窓・壁等の

断熱改修

●節水型トイレの設置

●高断熱浴槽設置

●高効率給湯器設置など

●
暮
ら
し
と
経
済
を
直
撃
す
る
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

の
「
５
本
の
毒
矢
」

①
金
融
緩
和
＝
「
投
機
と
バ
ブ
ル
」
の
危
険

②
財
政
政
策
＝
自
民
党
型
バ
ラ
マ
キ
の
「
復
活
」

③
成
長
戦
略
＝
雇
用
ル
ー
ル
の
弱
体
化

④
消
費
税
の
大
増
税

⑤
社
会
保
障
の
大
改
悪

●
国
民
の
所
得
を
増
や
し
、
本
格
的
な
景
気

回
復
の
道
を
…
４
本
柱
の
対
案
（
日
本
共
産
党
）

第
一
の
柱
＝
賃
上
げ
と
安
定
し
た
雇
用
拡
大
で
働

く
人
の
所
得
を
増
や
す

第
二
の
柱
＝
消
費
税
の
増
税
を
中
止
す
る
。
財
源

は
消
費
税
に
頼
ら
な
い
「
別
の
道
」
で
確
保

第
三
の
柱
＝
現
役
世
代
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る

社
会
保
障
に

第
四
の
柱
＝
内
需
主
導

の
健
全
な
成
長
を
も

た
ら
す
産
業
政
策
に

（
提
言
の
全
文
は
、
日
本
共

産
党
Ｈ
Ｐ
で
お
読
み
下
さ
い
）



（

金

子

）

農

家

は

、

「
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な

い
」
と
農
業
振
興
地
域

の
解
除
を
求
め
る
請
願

を
今
議
会
提
出
し
、
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

今
後
ど
の
よ
う
に
農
地
を

保
全
し
て
い
く
の
か
。

経
済
部
長
は
「
昭
和
48

年
に
知
事
よ
り
、
大
町
や

大
野
町
の
一
部
が
農
振
地

域
と
し
て
指
定
さ
れ
、

１
４
０
ha
が
存
在
し
て
い

る
。
今
議
会
、
請
願
の
採

択
は
重
く
受
け
止
め
て
い

る
。
今
後
は
、
農
地
利
用

計
画
の
随
時
見
直
し
も
行

い
、
優
良
な
農
地
保
全
に

取
り
組
ん
で
い
く
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

（
金
子
）
都
市
計
画
に
お

け
る
農
地
・
農
業
の
位
置

づ
け
を
明
確
に
す
る
。
そ

の
た
め
に
、
日
野
市
な
ど

を
参
考
に
ま
ち
づ
く
り
と

農
業
振
興
の
連
動
し
た
条

例
を
つ
く
り
、
保
全
を
図

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
再
質
問
。

経
済
部
長
は
「
平
成
23

年
に
地
域
経
済
の
活
性
化

の
た
め
に
市
川
市
産
業
基

本
条
例
を
制
定
し
た
。
今

後
は
、
農
業
経
営
基
盤
構

想
や
都
市
農
業
振
興
基
本

計
画
を
見
直
す
中
で
、
農

業
施
策
を
展
開
し
て
い
く
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

昨
年
９
月
に
質
問
し
、

今
年
予
算
化
さ
れ
た
「
園

芸
施
設
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
」
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
改
修
や

張
替
に
対
し
、
補
助

金
を
２
分
の
１
支
給

し
ま
す
。

（
金
子
）
「
県
事
業

に
上
乗
せ
す
る
や
り

方
で
は
対
象
が
少
な

い
」
と
改
善
を
要
求
。

経
済
部
長
は
「
今
後
、

県
と
協
議
し
て
い
く
」

と
述
べ
ま
し
た
。

▼
４
月
に
党
後
援
会
の
被

災
地
支
援
・
交
流
バ
ス
ツ

ア
ー
に
参
加
。
そ
の
後
、

岩
手
の
三
陸
沿
岸
地
域
も

視
察
。
が
れ
き
は
撤
去
さ

れ
て
も
、
復
興
の
め
ど
は

た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
飯
館

村
は
、
除
染
作
業
は
進
ま

ず
、
村
は
荒
れ
放
題
と
の

こ
と
で
す
。
被
災
地
に
行
っ

て
復
興
が
進
ん
で
い
な
い

現
実
を
知
り
、
怒
り
が
こ

み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

▼
市
の
あ
ん
し
ん
住
宅
助

成
制
度
が
実
現
。
住
民
運

動
の
成
果
で
す
。
市
内
業

者
の
仕
事
確
保
や
住
宅
を

長
持
ち
さ
せ
る
施
策
で
す
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
利
用
し

て
み
て
下
さ
い
。

貞作通信 ＮＯ.２２8 ２０13年5月12日 （２）

仕事
くらしの
悩み

連絡先 金子貞作 ３３７－６１８４（夜間）

２
月
市
議
会
に
「
農
業
振

興
地
域
指
定
解
除
を
求
め
る

請
願
」
が
提
出
さ
れ
、
本
会

議
で
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
私
も
建
設
経
済
委

員
会
で
採
決
を
強
く
主
張
。

大
町
や
大
野
町
（
一
部
）

が
農
業
振
興
地
域
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
農
薬
散
布

や
た
い
肥
の
匂
い
で
住
民
か

ら
苦
情
が
出
た
り
、
除
外
の

厳
し
さ
か
ら
農
業
を
続
け
ら

れ
な
い
要
因
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト

が
な
い
農
振
地
域
の
解
除
を

県
に
求
め
る
内
容
で
す
。

農
地
が
減
少
す
る

市
川
市
。
２
月
市
議

会
の
一
般
質
問
で
、

都
市
農
地
保
全
、
ハ

ウ
ス
栽
培
農
家
へ
の

支
援
を
求
め
ま
し
た
。

被災した田野畑村。「津波の速さ新幹線並み」被災

者から当時の状況を聞く（４月17日）

三
陸
鉄
道
が
開
通
。
久
慈
駅
か
ら

田
野
畑
駅
ま
で
乗
車
。
そ
の
先
、

宮
古
ま
で
の
開
通
は
1
年
後
に
な

る
そ
う
で
す
（
4
月
18
日
）

日本一の海岸美「北山崎」。大きな津波にも耐え、景観が維

持されています（４月17日）


